
第２号様式（第５条関係）

　高齢者等訪問収集対象者

記録日

住所 　対象者との続柄等　（　　　　　　　　　　）

氏名 記録者

絶対条件

本人 身 （ ）・ 知（ ）・精（ ）

同居家族 身 （ ）・ 知（ ）・精（ ）

Ⅰ．身体的状況

Ⅱ．精神的状況

高齢者等訪問収集調査書

介護認定者 障　　　害　　　者 その他

度

度

１．視力 該当する覧に〇印

①普通に見える（眼鏡等の矯正視力後を含む）

②眼鏡などをしても新聞等の文字は見えない

③ぼんやりではあるが姿・形等を見分けることができる

④ほとんど見えない

２．上肢 該当する覧に〇印

①握る、摘む、なでる、物を持上げる、運ぶ、押す、引く等の動作ができる

②握る、摘む、なでる、物を持上げる、運ぶ、押す、引く等の動作で一部出来ない動作がある

③一上肢の肩関節、肘関節、手関節、手指の全ての機能を全廃

④両上肢とも肩関節、肘関節、手関節、手指の全ての機能を全廃

３．下肢 該当する覧に〇印

①自立（ごみを集積所まで出すにあたって支障はない）

②一人で外を歩くことができない

③片脚で立つことができない者

④立っていることができない

１．日にち曜日の理解（可燃、不燃の曜日を理解できるか） 該当する覧に〇印

①普通に理解できる

②助言で可能（指示を受け入れられる）

③実用的でない（指示を受け入れることができない）

④できない

２．関心意欲（玄関先までごみを持ち出す意欲があるか） 該当する覧に〇印

①普通

②少し意欲低下（ヒントを与えるが自分以外の世界に対して消極的）

③閉じこもりがち（ヒントを与えるが自分の意志で出たくない）

④無関心

３．会話 該当する覧に〇印

①普通に会話可能

②簡単な会話ならば可能

③内容の理解不可（質問に対して見当はずれの回答しかない）

④会話不成立（独語、無言、など言葉のキャッチボールをすることができない）



第２号様式（第５条関係）

Ⅲ．療養状況

Ⅳ．日常生活行動

Ⅴ．住宅環境

*段差解消機、階段昇降機、スロープ等により身体状態に合わせた住宅改善が施工されている場合は「段差」なしとして特記事項欄に「住宅改善済み」と記入する

高齢者等訪問収集調査書

１．受診状況 該当する覧に〇印

①定期的な通院はなく病気にかかったときなどに随時、受診する

②月１～２回の定期的な通院を要する

③週１回の定期的な通院を要する

④週２回以上の定期的な通院を要する

１．寝た姿勢より起き上がる動作 該当する覧に〇印

①自分で起き上がることが出来る

②自分で起き上がることは出来るが時間がかかる

③人的もしくは手すり等の器具による一部介助が必要

④全面介助

２．屋内での移動 該当する覧に〇印

①普通に移動することが可能

②杖、手すり等があれば何とかできる

③付き添い歩行

④車椅子使用

３．屋外での移動 該当する覧に〇印

①普通に移動することが可能

②杖、手すり等があれば何とかできる

③付き添い歩行

④車椅子使用

４．更衣 該当する覧に〇印

①自分で普通に着替えることができる

②自分で着替えることはできるるが時間がかかる

③ボタンやホックなどに一部介助が必要

④袖を通す、かぶる等の全ての動作に介助が必要

１．段差・階段 該当する覧に〇印

①なし

②１階に住居があり自宅への出入りに階段等の段差がある

③２階に住居があり自宅への出入りにエレベーターがなく階段を使う

④３階に住居があり自宅への出入りにエレベーターがなく階段を使う

２．集積所までの距離 該当する覧に〇印

①２０ｍ未満

②２０ｍ以上４０ｍ未満

③４０ｍ以上６０ｍ未満

④６０ｍ以上


